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特別支援学校でのたんの吸引等の研修について

東京都ヽ

'光
明特別支援学校長

二 室 秀 雄

特別支援学校では、看ittmiを 中心としながら教員が看護師と連携 して実施しており、

特別支援学校で教riがたんの吸引などの実施が困難になると、保 i隻者が付き添はなけオ1′

ば児 it生徒が授業を受けられない状況に戻る.

1.全 l・ lの特りll支援学校長の意見

全国特別支援学校肢体不白山校長会の各地j成 の代表者に緊急調査を実施した

(全 |,1特 別支援学校肢体不 |1山 教育校長会役員の北海道から九州まで37校の校長が

[fl答 )

(1)た んの吸り1等でのlf故について

たんの吸引等では 1卜 故は起きてい/1・ い.

② 50時 出]私と度の研修について

多くの学校で実りl困難であり、教員がたんの吸り1等 を実施できなくなるとの回答がル)

った .

メl「 111

・ 教師は教育を行うことが主たる業務であり、そのための研修が必要である.50時
‖11の研修をイ∫う||キ「月の確保が できない、

・ 教員の場合は、障害ITl別 を超えた異動や、小中学校・高等学校への異」lJJに `kっ て、

たんの吸引等のスキルを発揮できなくなる.50時 ||り の研修を融:す ことでたんの吸

引等をおこなう教員が減少する.こ オ1′ まで実施してきたことをつぶすことになるⅢ
。 障害の重度化。多様化に伴 う様々な研修、地域のセンター的機能としての役害1な ど、

日常及び体業叫1においても多忙を極めているⅢ50時間の研修に専念できる教員は

極めて少数であるれ

。 たんの吸引等に関わる教員は約 30名 であり、50時間の研修を終了するには 4句ニ

から5年かかることになる、

。 50時 111の ,F修を終了してい/1Nい 教員が刻応できなくなり、安全確保が困難になる.

③ 研修時‖1に ついて

10時間から20時間程度の研修が必要との意見が多数をしめたⅢ

メl!「11

・ 個別の児li生 徒の障害の状況を把握 している.

・ 不特定多数の児童生徒を対象にしていない島

(特定の教員が特定の児童生徒の対応をするという前提で行つている.)



。 学校内の看護師が常駐するなど看i雙 師との連携の中で実施している。

・ 教師が行 うこと、看護師が行うこと、 ri・ 護師と共に教師がおこなうことと区別して

いる。教員が実施する内容は制限されている。

・ 看護師のもとで研 1雰を受けた教員の実施体制で安全に行ってきた。たんの吸引等は

教育を支えるものであり、教育の」■|‖]性 とは別のものである。教員が現在たんの吸

引等を実施していることの意味は、授業の流れを妨げず、児Jt生徒との関係性が重

要であると考えているからでル)る。

2.指導医の意見

東京都の特別支援学校でたんの吸引等について指導している医師に研修のあり方に

ついて意見を開いた。

特りll支 援学校で教員が実施するたんの吸引等は、個別の研修を必、な1と するが、介細職

員等が一般的業務の一つとして行うために必要とされる研修のレベルまでの城務付け

はなくても良いと考える.

りE I11

・ 特定の佃別の児童生徒に対してのみ実施している.

(教員がり1修 を受けていね′ば不特定の生徒に行える制度では/1・ い。)

。 対象と/t・ る児 itイ |:徒 との関係性が確立していることをli,提 に実施している。

(児 11月1徒 の状態の把握やサインの把握ができ、たんはあっても吸引をしなくても済

lFよ うな対ルさをイ∫うことができる。)

。 教室などで複数の学校スタッフがかかわっている場で行われるので安全性も確保さ

れ や

―

l~い 。

: たんの吸り1及び経管栄養に関する

'コ

1識 。技術についてのイリi修 は必、要である。

(特 別支援学校の教員は、障害に|)Jす る力1識や安全管理に1用 する力l識 等は教職員の研

修のなかで実施さオ1′ 、知1識 を有している .)

3.各都道府県の教員を対象とした研修

者|`道月廿り供に .kリ イツ「修1寺 11レ Iヾtイ貪つている。

たんの吸引等の実施を開始した‖キ期よりも研修時r11を減らしている者|`道 府県がでて

きている。

4.研修のあり方

介護職員等が一般的業務として行 うための研修と特別支援学校で教員が看護削iと 連

携 し個別の児li生徒を対象に行うための研修とは研修内容を区別する.

各都道府県で作成されている実施要綱に基づいて、研修を行うことでこれまで通り、

たんの吸引等が行えるようにすることが必要である。



都立肢体不自由特別支援学校における医療的ケア実施要綱

1 目的

都立 ll」K体不 自由特別支援学校 (以 下「学校」とい う。)に は、日常的に医療的 li己 慮を要する

児 11。 生徒が多数在籍 してお り、健康で安全な学校生活を送るためには、学校生活企般にわ

たつて、きめ剰1か い医療的な配慮のある指導を行っていく必要がある。

このためには、 1‐旨導に1チちわる教員が、児童 。生徒の医学的観点からの理解 と如1識 を深め、

看護師 とのi■ 携・ 協働を緊密に行 うことにより、児童 。生徒の 「健康・安全の指導」の一層

の充実に向けた体鮨1を 1脅 備する必要がある。

本要細は以 Lの ことを踏 まえ、学校において日常的に医療的 ク
｀
アが必要な児童・イL徒 に対

し、安全かつ適リリに医療的 ケアを行 うための実施体枯1の 1整 備を |1的 として制定するものであ

る。

2 事業内容

(1)医療的ケア実施体 |卜」の整備

①  lク1療 的 ケア実施体制 t/9整 備のため、学校は1旨 導 |,1を 委 llliす る.指導医の委嘱及びI哉 務

については、 りll li己 1(こ ,t′)る ところに rtる .

② 学校は、校内に 「医療的ケア委11会」を設置し、「
1医 療的ケア実施要領」を作成するⅢ

③  Jじ貢者|`教 育委員会は学校と綿密な連 |りちを|ヌ |る とともに、医療的ク・アに|;Uす る医療 。療

育機 1月 との連 Jチち。協力体lJを オ|:築する。

(2)教職員のイツ「修

東京都教育委員会及び学校は教職員の医療的ケアに関する資質の向上を図るため、その

職 flTlに 応 じた基礎的 。専|り l的イツF修 を行 う。研修計 lllllに ついては、別記 2に 定めるところに

よる ,

3 実施対象 とすることができる医療的ケアの範囲

学校において実施対象とすることができる医療的ケアυ)範レJは以下の項 IJと する。

(1)1吸 う|

(2)経管栄養

(3)導尿

(4)コ■ア ウエイの管理ll

(5)定時の薬液の吸人

(6)気管リリ開部の衛 /11管 理

(7)門 ろ う 。腸 ろう部の術生管理

(8)酸素管理

(9)人工呼吸器の作動状況の確認及び緊急時′)連 絡等

校長は、 li業 の安全性を確保するため、児童 。生徒の実態、 11治 医及び指導 |え の意見、

学校の置かれた環境等に応 じ総合的に判断 し、
rF校 において実施対象とすることができる

医療的ケアを前記の範囲から選択 し、「医療的ケア実施要領」で規定すること。

4 実施者



医療的 ケアの実施者については以下のとお りとする。

(1)「咽頭の手前 までの吸引及び看 i隻 師による確認後 (17げ:チ ューブの先端確認)の 経管栄

養 (∵1ろ う。
1場 ろうを含む)」 を標ЦL的 な範

"Jと

し、看護師の指導・助言の下教員が実

施司
~る

ことができる。

ただ し、教員が医療的ケアを実施する場合は、看護削iが 常駐 していることを原則 と

する .

(2)L記 (1)を 除 く項 目については、看護師が実施することとするが、新たな実施体11

への移行に配慮 し、当I面 は1交 長が指導医と協議の 11、 限定的に認めたり切問及び項目に限

り、教員 も看護師 と連 Jチち・協llllJし て対応することができる。

5 予算措置

学校には、事業に必要な経費を別途配付する .

6 事業実施計画書及び事業実施報告書の提出

校長は、毎年度当初に「医療的ケア実施計画書」 (様 式 1)、 「医療的 ケア実施報響iギキ」 (様

式 2)を 教育庁都 立学校教育部特別支援 4yyx育 課長へ提出する。

7 その他

(1)こ σ)!|ザ 球ヨま、 ｀
「 りjえ 6イ114チ〕l Hよ り‖‖ク台―l~る .

(2)こ の要綱に定めのない 1千項については、別に定める。

「|1則

こσ)1要 剤司|ま 、 ｀
14ルえ  6411  4り ! 1 日か ら方位イj―l~ろ Ⅲ

`付

りlり (一 部改 iE)

この要細|は 、 1え成 10イ11 4月 11Jか ら施行す る .

I付 ナlJ(一 部改 11:)

この要綱は、
｀
14成 16年  4り]1日 か ら施行す る .

lll・ 1員IJ(一 部改 111)

この要利司は、 114ルえ1 6イ 111 2月 1 日か ら施イ了
‐
l~る

.

附則 (一 部改正 )

この要綱は、
｀r成 17年  3月 1に |か ら施行す る.

附只J(一 部改 」l:)

こυ)要獅いま、 1lヵえ1 8イ]1  4月 1 日/7Jヽ ら方仁イテ
ー
l~る

附貝J(一 部改正 )

こσ)要剤司は、 ]ZFえ 19イ1= 4月 1日 か ら方仁4子 司
~る

.

「付貝」 ( 
‐
部改 ]1)

この要剤副は、 ]4ルえ21句■ 4'11日 か ら施イ予
~l¨

る ,



別記 1「指導医の委嘱及び職務について」

指導医は、医療的ケア1瞥 備il千 業の中核をなす 1)の であり、学校において作成する 「医療的

ケア実施要領」に基づき、医療的ケアの実施環じt等 を171Jl案 し、医療的ケアの安全な実施のた

め、1旨 導 (指 示)。 助言を行 う

したがって校長は、委嘱に当たって、学校における児 11・ 生徒の実態等にかんがみ、医師

の選定 。確保に努めなければならない。

1 指導医の委嘱

校長は、指導医を委1帰|す る

2 指導医の主な職務

(1)Jf業 全般にわたってグ)職務

① lえ 療的ケアの実施に1月 するII療 |力 iで の総合的/AN判 断

②看itt ll lへ の指導・助言

③校内研修・イ,F究 等での指導・助言

①主治医との連絡・調整

⑤東京都教育委員会が実施する協議会・調1盗 会等ヘグ)出 層i

(2)医療的ケア実施手続きに1用 する職務

(Э :l:治 医′)「 医現て山勺ケアに関J¨ る1旨 ンド書」の確i認

②医療的ケアを4∠、要とする特定の児Ⅲl・ 生徒の検l診

③実施 予定者σ)llllり l1/1j「 修指導

①学校で行 う医療的ケアの範υH。 内容 ,実 施者の認定

⑤医療的ケアの実施マニュアルの作成 。検許|に 際してσ)助 li

⑥医療的ケアを必、要とする特定の児童 。生徒に対する医学的力1識 や技能、緊急時の焦l応等

に関する教員等への
1・旨導・助言

⑦医療的ケアの実施状況の把握と確認・指導

③主治医への実施状況の報告

3 指導医の検診・指導回数等

「検診」及び 「指導」を年間 39巨l(週 1日 程度)を 限度として実施する。



別配 2『医療的ケアを必要とする児童 コ生徒に関する研修計画J

l 趣旨

学校における医療的ケア実施体11の 1盗 備・充実を図るため、その職務に応 じた医学的如1識

の習得及び重度・重複障害児巧1・ 4i徒 の医療的ケアに1用 する知1識 と技能を習得するととt)に 、

医療的ケアを必要とする児竜・生徒の日常の学校月1活 における1//11康 4オ 馴!や 17/11康 の保持 。増進

等の1‐旨導に資するため、下記の研修を実施する。

2 内容

以 下の研修について、教諭、養i隻 教諭、看護師それぞねンの職能に応 じたイツF修 を実施する

(1)東京都教育委員会が実施する1)の

① 重度・重複障害児11・ イ11徒 の医学に1月 する基礎的知1識 ・技能グ)習 得

②  ![度 。重複障1与 児囁
′
:。 イli徒 の1矢 療的ケアに1用 する専門的かつ実践的知1識 1技能の習得

③  lrt‐ 度・ ,■ 複障害児11・ 生徒の1,(食 指導と食1杉 1よ のでIll呵 的かつ実践的知1識・技能の習得

① 重度・重複障害児薔t。 生徒の緊急時の対応に|;り する知1詰t・ 技能の習得

⑤ 覗度・ 1■ 複障害児峙い 生徒の |ヨ
N li活 動に1月 十ろ知1識 。技能の習各l

③ その他必要な研修

(2)学校が1交 ノ]で 実方缶―l~る )ヽσ )

① 屯度 。
1■ 複障害児 |い イ|:徒 の医療 llの 配慮 JT項や医療的ケアに関する基礎的力1詰tの 習

得

②  l[度 。1■ 復障害児五1・ イli徒 の医療や看i隻 に関する情報の習得及び技能の向 11

③ 緊急時の対応の方法の習得

① その他校内で行 う必要な研修等

(3)東 京者

“

教育委員会に 1押 請し、予算li己 付及び研修受け人オ1′ 医療機関 。施設等について、

東京都教育委員会の協力を受けて学校で実施する1)の

① 医療的ケアに関する佃別l研修

② 医療機関・施設等の臨床において行 う研修

③ その他必要な研修



男り利(1-1

研修会 I【摂食に関する講座】
内容 :l■度・ 1[復障害児童 。生徒の食lli4旨導と食形態に関つ

~る
専門的かつ実践的知品t。 技有ヒの習得

:柳 11

喬号
日時・場|フ i テーマ・識請F 内 容 定 it

1

7月 27日 しk)

14:(D-17:00

東京倒精ヽヽ1支援教育

1lL雌
(イ

||'1〔↓あ〔)

「夕〔食機能障害の理解と

そσ)').t」

‖召和大学1医学部教授

1ll′rl   l券

σ il齢期の|,{食・1に

~日

`颯
!手υ刃1弩l劇・りli態

C`Ⅵ肯制切の1,〔食・けに日常J子のリスク管理

GiJl!にのサ1坊策

C経管栄養

100:名

★このi‖夕1こは、喘釧刻建劇 ttti‖‖こ1る 「特別支援Fi句芝における摂食指導り修 会ム邸嚇障,11」 と兼ねる。

2

8月 2日 (月 )

9:30-16:30

(全 11)

東,i(都 4寺別支援教

嗣イ饉蜃i

(ヤ |:梨友)

「特別支援学校におけ

る食
'111綺

導1/9進め方」

H召和大:ギ:歯学枷
`別

受

向リト 美暮

昭和大学歯学部准馴妥

弘中 祥司
‖子]不‖りごIIヤギ:吉

|`

大う1坑  7T山晰 |‖ |」
4‐

大
`Ⅵ

坑 7f田  :li吾

04i活の場における食 llの iり:題

〇摂食・ヽ1に F障害υ翡1因疾患

〇摂食機能の機能発達と「ri写

○食事の自立の発達過程とそグ)障害

〇暉に下障害υ)評 1‖ri4冷期の摂食・1に ド障害υ)評

lHi″ 1

0学齢期υ)摂食・1に ド1軍害への支援方法

lf例紹介

グループワーク

120名

3

(1)

8月 311(火 )

9:130^V16:30

(全 ll)

東京欄‖寺別支援教

Filイi進11

(ヤ 1楽坂)

「
|:〔 食・1‖〔下障害への教

ri現場における対応①」

昭和大学歯学者|;准別受

リム||:  ネ羊ill

‖イ7和1大うt″
『羊音|;

りJ 教 久保|||一 見

助 教 中川 I」「
i

人う1坑 リチ村
‐

佳llL

大
`γ

l坑  ィf‖ 1 11吾

(Dlヽ1食指導に関する実習 1

摂食 。嘔1に F機能υ)り i財く

押〔食・叫[ドの発達i迅程

九lll施的指導法 (九:本姿勢、,介 1カ法、 11空ケア、

銀部υ)リ ラクセ・―‐ション、叫【Ftti山 、「」14りη辺筋υ)運動

|い尊)

搾〔食‖甘旨導 (食物形態υ)選択、りに下1旨導、11肯食

1旨:書1)

60名

３

２

8り1411(/1く )

9:30-16:30

(全 国)

東京欄
`特

別支援教

育推進室

(神楽坂)

「1冥 食・1に F障11へυ)教

育現場における対応①」

|1召 和大学歯学部利受

F可り1=美志

昭和大学歯学部

助 教 久保田一見

助 教 井 L 吉登

大
`ギ

1院 ″撼邊 TIネL

人ヽ 1坑  71時  l吊 子

60名

1

8月 51コ (イ()

9:30-16:30

(全 日)

東京都特別支援教

ヽヽ 進室
(神楽坂)

「摂食Jに 日ヽ γittr、の教

資現場における対応②」

昭和大学歯学部劉受

向井 美悪

昭和大学歯学部准剃妥

]ム
に

|コ  ネ羊青l

昭和大学‖子11部

大弓1坑 1嶋 l晋ネL

大引先 野村
´

(1:1lL

O摂食指導に関する実習 2

ワークショップ

事例をi flして

' 医療との連携のあり方
。 家庭との連携の方法
・ 評lllli方法と指導方針 等について

120名



★講座 2と 3と 4棘 わせで、3日間い して難 できる者のみ申しb)
(3については、(1)も しくlt(2)のどちらかを受i‖

‐
|る。)

☆1も しくは2のみの受Ftttif能

備考
|★警循「通曇に高‖鷹を生鮮ti:腐

ご
8峨策省條Trれ

者`を優先する。
★中し込み多数υ)場合は、学校ごとにlillll化 を行うr

各校の副校長を通 して受i体が困難な旨を連絡する。

★受講が決定した方には、7月 に本「|り 14の詳しい案内を送イ十〕^る。

○ この講座は、r月交健康推進課に`kる
「特別支援学1交における摂食1旨導研修会専門講座」と,tね

る。

号|1紙 1-2

研 修 会  Ⅱ 【医療 的 ケ ア に 関す る講 座 】

内容 :重度・lfl複 11章害児11・ 生徒の医療的ケアに関する嘲 lり的・実践的知]識の習得

融
勝 「1時 。場りi テーマ・i伸ηi 容 定 li

わ̈

7'130日 (金)

l i3:30-16:30

東京都特別支援

教育推進11

(llll梨友)

「準救急的状態へυ)対

″ι:年卜」

:|1師 :心身障害児総合

医療療
:Fiセ ンター1矢師

中谷 ‖券利

○子ど1)の「1常的な様子や数値的な把握υ)必要性

OSI)021直 と∞211'υ )知1識

O引交における救急llli置について

(H:F吸の トラブル、痙子弾く'急な‖田111′ のヽ対応、食事|1lυ )

[J形物による空,日、′ヽ1/D配は、吸り|に 111う J女急的な状態、
‖
1情セ、グ)対ル林、気管LJl開 に|)り

~る
トラブル、′とJI林′ッりヽ

‐

―ジ、低11糖、逆渭J4:食道炎、シャント不全、偶り「、

尿閉による腹り市、■Vll,11、 叩吸1川難等)

100名

6

8り]10日 (火 )

13 : 30-16 : 30

東京都4寺別支1及

教育推進室

(れ

":級
)

「
|“1 ドF章

′
吉と,t`雌 11'

ll11」

言1111:欄
"JF∫

中瞭育

センター医師

渥美 聡

〇″l口【υ)症状とその防御機 、ヽ″Jlに′)防 |liグ )ためυ)配慮、

1リセ1にυ)評佃iと 対元1について列勁子を深める。

〇経管栄養法、「]ろ う、腸ろう等の対応、注人σ)実 1際に
ついて専「 油勺な技能を身につ|り る.

0胃食道逆流,li、  |´ 二枷 1場通過障害、使秘等、lfl‐捐:心

身障1誓児に見られる消化1lυ )|||1題 と対応について到駒r

を深める。

100名

7

8り 111「ヨ (水 )

13 :30-16 : 30

東京都特別支援

教育推進室

(神梨反)

「呼吸管理I!と 呼吸 1章

害、気管切開′)4キ理」

講師 :東 大和療育セン

ターlill院長

鈴木 文晴

〇鏃 _′とヽ身障害児者の呼吸不全、叩吸障害の諸要1人|につ

いてJlj勁準を深ど)る。

○晨興1に
。分7酬勿σ)晰:留

、呼吸1半害への対策、 L気道狭窄、

胸劇

“

I平吸運動障害への対応、排痰の介I力及ひ政り|の実

1際について専門的な技能を身につける.=

O気管切開の管FIJこ ついて、却感と注意点を知るc

100名

8

8り] 12 1ヨ  (イく)

13:30´ 1ヽ6:30

東京欄針寺別支援

教育推進室

(神級 )

「重症′き身障害と医療

的夕
‐
ア」

:樺師 :都 立束部療育セ

ンター

益 1山  青働職

○重症児の病態 (運動器系、精神神経系、叩吸器系、消

化器系、白律神経系、内分泌系、感党器系)等につい

て知る。

O重症児にとつての医療的ケア1/h意味、経管栄養、日Will

腔吸引の必、要|」 i、 経鼻エアウェイ、気管切聞、導尿につ

いて理解を深める。

100名



別紙1-3
研修会Ⅲ 【自立活動に関する講座】

内7ド :ill」 t。 ,i複日■好児11・ 生徒の「!立活動に1判する島螂榊勺知1識・技能の習得

研修会 Ⅳ 【看護師及び養護教諭を主な対象とした講座】
内容 :特男1支援

′
/校等に勤務する養i護教諭及r_晰護師 (非常 llJ」含む)、 医療的ケアにかかわる教諭等を対象とした

医療的ケアに関づ
~る

実際的知l識及び緊御時の劇応に1月司
~る

知識の習得

:1柳 14

番け
日時・場所 オーマ・講師 内  容 定 員

9

8月 6にlα笠)

9 : 30^-16 : 30

東京都特別支援教

育it進室

(||:即友)

「姿勢や運動の援リリと

〔い1活動」

i講師 :心身ll ii害 児総合

医療療育センター理学

1京濯tll l公 |1 11ψく

〇感覚と運 llJJ、 姿勢と運動、いろいろな姿勢の利′li

(講義)

○「]立活動における援助 (実習)

60名

座

号

講

番
11時・場,り i テーマ・illll鶴「 r/.J ?r 定 員

10

8り1 113 11(〈 ,)

13 : 130～ 16 : 30

東京欄;特り|1支援教

育ヽ ■‐進掌

(神楽坂 )

「
l・

it:Jの ある rυ )緊急
Hキのキl力ιlにイ)い‐

(」

:出鶴,:欄 :立束部療 Fiセ ン

ター医師

オ‖1崎 ネ谷洋)

〇救創背ヤliυ )1月 1り 的内容

(呼吸グ)ト ラ
~/ル

、夕0払〕急な‖

“

illン グヽ)対すι(、 救急にな

る1卜態υ)r'1坊的 f・測的力!応、いp吸状態が悪くなつた時
グ)対応、気道確保、器具を使つてυ)対応、食llitt1/91り

,形4勿に.;〔 る窒′留、/ヽ′)配慮、具4勿除去、吸引にrFう 救急

的な状態、気管切llrlに 1月するトラブル、低11糖、lliuk

,1流性食道炎、共食の危1険、シャントイく全、
′
H・折、尿

閉による腹l ii、 熱1り 11、 緊張に〕こる唇を‖‖]む等グ列I我、

叩畑 難等)

100名

11

8り1 161ヨ  (りil)

13:30-16:30

東京御
`特

別支援教

汽ヽ 進雪:

(神楽坂 )

「医療的ケアと健康41

Fllυ 瑛 際的諸円]題 と注

意点」

:詢争「:心身障害児総合|エ

療療育センター

むらさき愛育園lk・

Jヒ ll三  1映 1

〇経管栄養711人 (経鼻留羅i糸墜管栄養、経 IJネ ラトン法、

胃ろうなど)、 胃ろう管理、吸引 (う刺4、 |]14:、 機1判 カ
ニューレ)、 気管切開管Jll、 酸素管理、導尿などについ

て、実施するに当たつての重要なラJ(イ ント、実施に伴
うリスクや、 トラブルの予防″まつ対処法などυ)実際的

問題及び健康管理の実際的な諸問題について、知1識を

深める。

100名



A00200901

神奈川県立総合教育センター

平成22年度 研修講座シラバス

FilFl多 t7)lrllr‐ l 1指
'tilil多

コンセプト :専
llリ ブフ1旬 ト

1 研修講座名・目的

特りl支 援教育i惇‖l研修事業

医療ケア等担当教員養成研修講座

特別支援学校における|え療ケア等の
`Z、 要なりこ市・

Fjl解を深め、実習を通して医療ケア等の具体的な

Jlを |マ|り 11‐

生徒が、建Jで で安全な学校′
liilを 送れるように、請義により児市 ,生

itの

「 技についてlrび、医療ケア等の担当教ilと して./,要 な実践的1静導力の

"l

2 研修計画

日数 5 11

りこ方L日 ‖寺 会場

1 5/18(火 ) 9:00～ 16:30 亀り|りl庁舎

2‖ |'1 6/i(火 ) 9:00～ 16:30 亀井りl庁舎

3 ―/― (― )各 会場に 1る 所 外 ill[・ とヽ

`ヤ“

章1与 りこ力Lll

1 ( ) 各会J場 に 1る 所 外 11り i=心身

`章

害児施設

51J11 /(― )各 会場による リテクト

3 研修内容

オ■らい (身に付けたい資質・1旨導力等) 形lLI‐ ・時‖| |ノ 、容 言世凱i等

l

本研修グ)概 要と,「症′とヽ身F章 1年 児施設で行1)れ

る 1医療ケア等実習|に 対する心構え及び共

体的I手続きについて

'I解

する

オリエンテ

ーション

1‖寺「||

計義

1‖キrll lo′ )

1 0Fttσ )概 要と施設実習に向けて」

特別支援学校における1医療ケア等σ)実施に1月

する経辛|、 現状、1果 題について理解を深める.

1キ別支援教育i‖指導lJ」

1医療ケアキト」に関連する|え学的な基石t匈l識

についてFll解する

:轟義

3‖
lF111

1医療ケア等に係る医学的基礎知識」 社会福tL法 人三篠会重症心

身障害児施設ノレイエ川崎

施「1長 (医師),I,|1丈 Jlt

2

重度重複障害児′)1呼吸援助について、実習を

通して実践的な指導力を身につける。

i雄耗・演習

2‖・
lfri1 10ぅ

)

1重度重複障害児′)姿勢と呼吸」 トト会福 Lヽ法 人慈恵療古会重

症心身障害児IL設 ‖l模原療

台団理学療法士 樋|]滋 、

社会福莉L法 人三権会重猟1心

身障害児施設ソレイユ川崎

Jll学 療法士 鈴ブイ11k

「医療ケア等実習Jで学ぶ具体的な手技につ

いて、模擬的な演習を通してFll解する.

i青 義・演習

3時に|]

1吸 引・経管栄養の方法J 特卿lttli教育諜看護師長



3

ll症 心ルll i害 児:し 成での「経十T栄 ■の,:習 」、

「
吸引の,1習」、

「生活介助」′,it lイ ■により、

重!暫 :ittl・ riil∵児についてll」 1ギ し、レ:,1で ケア等

の安全な実:色に向けた実践的技能をルに付け

る

実習

各会りl:に k

る

「
医療ケア等実習」 実習先ILitl‖ :1

1

lili′い身障害児方[設での 1経 11栄 ■の実1マ 」、

「
吸り|′ )実 習J、

「11活弁助 iυ )実習等に 1り 、

11'変 Fi複障害児についてFll解 し、1医 療ケア竿

の安全な実施に向|ナた実PtttllK能 を身に付け

る

実習

各会
'1:に

1

ろ

「
|ズ療ク

‐
ア等実早∵」 実・ ll先 施設職lt

ti症′と、身障害児施設での i経 lI栄 養グ)実習」、

「
吸り|′ )実習 |、

111活介助 lσ )実習等に 1り 、

'l度
重複障害児について」ll解 し、医療ケア等

′)安 全な実施に向けた実践的技能を身に付け

る

実 lil

各会場に 1

ろ

「
|[療 ケア等実習J 実習先施:1職員

4 受講にあたって

・ll別 支援学校で医療ケアキトが必要な児11・ Jiィ′Lを 111当 する教llが 対象です

・実習{t、 嗜ソliと 身ヽlif害児施11で行いにす

。実‐l llに
際して、麻II等の1,t体 |うtrド 、研修中i古 メ:等ヴ)lr前提IHl午順が,/.要です

:実習先お 1び実習期日lt、 1月係機1用 とlllJ出 して決定 t′ Iす

。実十∵先重症′と、身障嘗児施設

こども医療センターili:心身障害児施設 (lJlι l「南区六ッ川2-138-1)

1上 会福祉法人三作会,lヵl心身障1年 児施111ソ レイユ川崎 (川崎市lililllκ 細|111203)

il会 11祉法人慈恵痛 Ftt fi症 ′とヽ身障1年 児施設‖1模‖1療イドlbll(‖ 1棋‖tlチ 若性ミl-21 1))

IF奈川11総合リハビリテーシ,,ン センターし沢療イドHl(μ「 べ1了 し沢516)

il:会編祉法人聖テレジア会喧li:心身障害児施設小さき花・
72‖1(夕‖fT市 腰越 1 2 1)

1圧 療法ノ、1石 能,こ台こどもクリニックケアハウス輝きσ)相 i`横浜 |'全 沢区能見台l11 8)

進路支援課

● (0466)Sl 1582



平成 22年度県立特別支援学校における医療的ケア担当教員研修会り‖‖:要項

教育振興部特別支援教育課

1 目 的 医療的ケアを担当する教員が、学校生活において医療的ケアを必要とする

児走生徒に対する基本的な力]識及び援助の方法を習得する。

2 対 象 医療的ケアを実施 している特別支援学校で今イ11度 初めて |え療的ケアを

打111し ている教諭及び養護教諭

※特別非常勤講llllli(看護mi)t)参 加

3  リサl  日   陶`,え 224「=8ナ121:|(ナ1)イ「 甫fi1 0‖寺から∠
|・ 後 4‖寺30分まで

8り13[1(火 )1・前 10‖寺からイ
|・ 後 41時 30う)ま で

4 会 場  りit立袖ケ浦特別支援学校

千葉 ||「緑区誉田‖
1‐ 1-45-1   電話 043-291-6922

6  そのイ也

・昼食、上履 きは各 自持参する。

・ 公共の交通機関を利用する1,

5 ti.t ',#

‖寺 |1月 内 容 iけ 師

８

月

２

Ｈ

　

　

月

9:15ヽ 受付

9i50～ |1程説り1等

10:00～ 12::30 <訂1義 >
。医療的ケアの基本的な考え方

～ 千葉県の現状と課題～

教育庁教育振興部4寺別支援教育課

指導 ヒ判千 ri木 隆一

13:3()～ 16:0() <FIれ出>
・健康観察

・障害りこの病1悲 4Lll:

・衛生管理

・泌尿器系障害への月応

千葉 リハビリテーションセンター

第
‐小児科部長 イ「リト 光 FI医 師

1(3100⌒-1(;::30 質疑

情報交換

8

月

3

IFI

火

9:15～ 受付

9:50～ 日程言サ[明 等

10:00～ 12:30 <講義>
・呼吸器障害への川ルと

独立行政法人国立病院機構下志津病院

小児科 石原 あゆみ医師

13::30～ 16:00 <言||1茂 >

・摂食障害への対応

千葉 リハビリテーションセンター

第一小児科部長 石井 光 f‐ 医師

16:00´～ 16::30 ・質疑

・情報交換




